
管理職が部下を動かす コンプライアンス推進の心得

新 版 紹 介

Webサイトにて、
ご覧いただけます。

管理職に求められるコンプライアンス推進のノウハウを、12の事項でわかり
やすく解説しています。
「管理職の意識を高めたい」「職場の活動を促進したい」と感じているなら、
ぜひ本書をお勧めいたします。

最近のコンプライアンス経営の動向、法改正に対応しました。
さらに、よりわかりやすい内容にするため、図表の追加・修正を行っています。

職場でのコンプライアンス推進を期待するなら、
まずは管理職の意識改革が必要です

  1. 管理職とコンプライアンス経営
  2. コンプライアンス方針の浸透・定着化
  3. 問題発生の予防～リスク対策～
  4. リスク対策の着眼点
  5. 問題発生時の対処～危機管理～
  6. 職場を守る風通しの確保
  7. コンプライアンス推進と部下指導
  8. リスク対策の心理学
  9. コンプライアンス経営と法令知識
10. 事例から教訓を得る
11. ハラスメントの防止
12. 個別リスク対策の重要テーマ

●   10部～   90部：1部あたり 500円 （税込 550円）
● 100部～200部：1部あたり 450円 （税込 495円）
● 210部～300部：1部あたり 425円 （税込 467.5 円）
● 310部～400部：1部あたり 400円 （税込 440円）
● 410部以上       ：1部あたり 375円 （税込 412.5 円）

※【10部単位】でご注文ください。
※「こんぷろカスタム」会員は10%引き。
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推進の心得 HTC

著者　　角渕  渉
（すみぶち わたる）

試し読み
できます

コンプライアンスの
セミナー講師として
登壇し、企業の悩みを
熟知する「角渕 渉」氏
の考えをまとめました。

装いも新たに
！

リニューアル
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コンプライアンス事件簿 HTC

eラーニング 推進の心得  HTC

研修講師による講義動画で、管理職に求められるコンプライアンス推進の知識
を、受講者の記憶に残る講義動画で解説しています。
動画の視聴後は、講義内容が身に付いたかを理解度テストで確認できます。

※【50部単位】でご注文ください。
※「こんぷろカスタム」会員は10%引き。
※部数に応じた、ボリュームディスカウントがあります。

価　格

価　格

コンプライアンス事件簿  管理職編

●記憶に残すには、事例が効果的！

eラーニング 管理職が部下を動かす コンプライアンス推進の心得

●印象的で記憶に残る動画 eラーニング

［FileNo.001］ 適切な指導ができずに…
［FileNo.002］ 部下の不正を見抜けずに…
［FileNo.003］ 取引先に対して優越的地位を利用！
［FileNo.004］ ルーティンワークが不利な契約を招く？！
［FileNo.005］ 従業員がこころの健康を損なうと…
［FileNo.006］ 知的財産を尊重することを教えなかったために…
［FileNo.007］ まさかウチの会社でも…
「こんな言い訳は通用しません！」「管理職の7つの心得」など

【Ch1】管理職とコンプライアンス経営
【Ch2】コンプライアンス方針の浸透・定着化
【Ch3】問題発生の予防 ～リスク対策～
【Ch4】リスク対策の着眼点
【Ch5】問題発生時の対処 ～危機管理～
【Ch6】職場を守る風通しの確保

【【Ch7】コンプライアンス推進と部下指導
【Ch8】リスク対策の心理学
【Ch9】コンプライアンス経営と法令知識
【Ch10】事例から教訓を得る
【Ch11】ハラスメントの防止
【Ch12】個別リスク対策の重要テーマ

管理職は自分自身が違反を起こさないのはもちろんのこと、部下による違反を見逃
さないようにしなければなりません。
『コンプライアンス事件簿 管理職編』は様々な事例をベースに、管理職に求められ
る言動とは何か、違反を起こしたり見逃したりしないために何を実践すべきかを学
べる小冊子です。

50部でご注文の場合 : 1 部あたり180円（税込 198円）

※最小 ID発行数は10IDとなります。
※実施期間は、月初営業日から翌月末までの
　約2か月間です。
※コンテンツのみの購入も可能です。

1IDあたり 4,000円（税込 ４,400円） 

ハイテクノロジーコミュニケーションズ株式会社（HTC）

cbu＠htc-inc.co.jp 03-5840-8480
〒112-0002　東京都文京区小石川2-22-2　和順ビル

コンプライアンスならHTC
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FileNo.002

部下の不正を見抜けずに…

ある大手家電メーカーでは、広報部はとりわけ華々
しい部署に見られています。
昨年Aさんは、希望していたこの広報部へ異動し
てきたものの、まかされた仕事は、地味な外部協
力会社への発注管理でした。このことをAさんは、
内心とても不満でしたが、そんな素振りは一切見
せずに、とても熱心に仕事をしていました。その
様子を日頃から見ている女性のX部長からはもち
ろん、他の部員からも評判は良く、仕事を全面的
にまかせられていました。

ある時期から X部長は、Aさんの発注管理の数
字が、なんとなく気になっていました。以前と
比べて、この半年間で発注件数が増加し、発注
単価が上がっているのです。しかし、真面目に
仕事に取り組んでいる Aさんのことだからと、
X部長は細かく調査しませんでした。
その頃、内部監査室が社内の定期調査を行い、A
さんの担当業務について調べ始めました。

その結果、Aさんは架空の発注を繰り返し、外部協力会
社からお金を受け取っていたことがわかりました。Aさ
んは素直に架空発注の事実を認めたので、会社はAさ
んを刑事告訴することはありませんでしたが、社内規程
により懲戒解雇。上司の X部長も減給処分を受けるこ
とになりました。

架空発注し、発注先からお金を受け取る行為は、詐欺罪（10年以下の懲役）
などに該当する犯罪行為です。また社内規程により、会社を懲戒解雇されま
す。不正行為には、必ず何かしらの兆候があります。その兆候を見逃さない
ようにしましょう。
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コンプライアンス事件簿


